
地域で共に生きる社会へ

・一人暮らしで不安を感じている

・子育てに悩んでいる

・家に閉じこもっている

・生活に困っている

・災害時の避難に手助けが必要

・虐待を受けている

いま、地域に
こんな人がいます…。

・豊富な知識や経験を持っている！

・ボランティア活動に興味がある！

・近所のことをよく知っている！

・これから地域活動を始めてみたい！

実は、地域に
こんな人がいます！

みんなの願い
住み慣れた地域で
安心して暮らしたい

だからこそ
“地域福祉”が重要です
一人ひとりが安心して暮らせるように、
地域住民、団体、組織、事業者、行政な
どで連携した取り組みが求められます。

協働
きょうどう

自分自身や家族で
できることをする

公的サービスで
しっかり支える

社会福祉協議会の
取り組みや制度化
された相互扶助

地域のなかで
お互いに助けあう

共助
きょうじょ

連携
れ ん け い
公民
こ う み ん

貢献
こ う け ん
社会
し ゃ か い

公助
こ う じ ょ

自助
じ じ ょ

互助
ご じ ょ

“お互いさま”のこころをもって
助けあうことが大切です

知る
お互いを「知る」ことが
できるよう、きめ細かな
情報発信や情報の共
有、「知りあう」機会や
場が求められています。

結ぶ
人と人など、世代や分
野を超えて、新たな取
り組みや、つながりづ
くりのためのコーディ
ネート機能の充実が求
められています。

支えあう
「お互いさま」で支えあ
い、助けあう心を育み、
地域で活動する「お世
話焼きさん」や、情報を
つなぐ人材の育成が求
められています。

　地域で困っている世帯がある場合、手助けできることと、手助けしてほしいことを尋ねた
ところ、「安否確認の声かけ」や「災害時の手助け」、「ちょっとした日常生活の援助」と回答し
た人が多く、掃除・炊事・洗濯など「家事」の割合は低くなっています。
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資料：住民意識調査

資料：住民意識調査

資料：住民基本台帳（各年度3月31日現在）

資料：岡垣町地域づくり課

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

32,597人 32,467人 32,371人 32,275人 32,129人

4,456人
13.7％

4,433人
13.6％

4,465人
13.8％

4,704人
14.5％

4,450人
13.7％

4,875人
15.1％

4,364人
13.5％

4,942人
15.3％

4,307人
13.4％

4,936人
15.4％

19,080人
58.5％

4,628人
14.2％

18,585人
57.2％

4,713人
14.5％

18,211人
56.3％

4,835人
14.9％

17,961人
55.6％

5,008人
15.5％

17,692人
55.1％

5,194人
16.2％

0

【手助けできること】 【手助けしてほしいこと】

安否確認の声かけ

日常的な話し相手

心配ごとや悩みごとの相談

日用品などのちょっとした買い物

電球交換などのちょっとした作業

ゴミだし

家の中の掃除

炊事などの家事の手伝い

洗濯などの家事の手伝い

庭の手入れ

短時間の子どもの預かり

子どもの送り迎え

子どもの通学路の見守り

介護を必要とする人の短時間の預かり

通院のつきそい（送迎）

急病になったときの看病

災害時の手助け

無回答
6.3％

その他
2.8％

現在、参加している
13.5％

まったく参加したことはなく、
今後も参加したいとは思わない
33.6％

以前に参加したことがあるが、
現在は参加していない
24.3％

まったく参加したことはないが、
今後、参加したい
19.5％

【 住民のみなさんの意向 】【 私たちの町の現状 】
｢手助けできること｣と｢手助けしてほしいこと｣

　ボランティア活動への参加の有無を尋ねたところ、約６割の人に参加の経験や参加意向
がありましたが、約３割の人は参加経験も参加意向もない状況となっています。

ボランティア活動の状況

　岡垣町では、住宅開発の停滞による社会動態の落ち着きなどにより、平成23年度をピー
クに人口はゆるやかな減少傾向になっています。高齢者人口は年々増加していますが、年少
人口は微減傾向が続いており、少子高齢化が進んでいます。

少子高齢化の進行

　岡垣町では、これまで自治区を中心とした福祉活動を進めてきましたが、少子高齢化や核
家族化の進行、生活様式の変化などにより、地域のつながりが希薄化するとともに、自治区
加入率は年々低下し、平成27年1月31日現在で､85.５％となっています。

自治区の加入率


